
日本の水資源使用量 

900億m3／年 

日本が食料を通して輸入する仮想水の量 

1,035億m3／年 
資料：東京大学生産技術研究所　沖大幹助教授の計算に 
 よる（2002年） 
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資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」、FAO「FAOSTAT」等 
（注）日本は2003年の数値 

資料：中田哲也「フード・マイレージ」の試算について、農林水産政策研究所レビューNO.2（2001年2月） 
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あなたはどこでつくられた 
食べものを口にしていますか？ 
それは、その国の“水”と“土”を買っていることになります。 

■日本に輸入されている主な食料 

■主要先進国の人口と1人当たり 
　農地面積（2001年） 

資料：貿易統計 

バーチャルウオーターのからくり 

減る農地面積 

バーチャルウオーターとは？――仮想水の輸入 

　バーチャルウオーターとは、1990年代
に登場した新しい概念です。日本語で
は「仮想水」と訳されていますが、農産
物や製品など生産物を輸出入することは、
その生産物をつくる際に必要とした「水
（仮想水）」を輸出入していることと同じ、
という考え方です。これは、イギリス・ロン

ドン大学のJ．アンソニーアラン教授が
1998年に、中東地域など水資源が少な
い国は、自国で農産物を生産するよりも、
水が豊富な国の農産物を輸入する方
が水不足問題を解決できるとして、バー
チャルウオーターを提唱し、広く知られる
ようになりました。 

日本に入ってくるバーチャルウオーターの量 

　大量に食料を輸入している日本は、
大量のバーチャルウオーターを海外から
買っているという見方もできます。試算
の結果、日本は、国内で使っている水
の量より、食料を通して輸入しているバ
ーチャルウオーターの方が多いことがわ

かってきました。日本のバーチャルウオー
ターの総輸入量は、1,035億m3／年で
あり、国内の農業・工業・生活用水すべ
ての年間使用量900億m3／年を上回
っているのです。 

　食料を輸入することは、水だけでなく、
外国の農地に頼っているともいえます。
2003年、日本の農地（耕作）面積は474
万ｈａ。それに対し、海外に依存している作
付面積は、小麦、とうもろこし、大豆など
を中心に1,200万ｈａと試算されています。

なんと国内農地の約２．５倍の広さです。
日本の農地は1960年、600万ｈａありまし
たが、食生活の変化や農業者の高齢
化にともない、年々減ってきています。こ
のまま減り続けると2010年には450万ｈａ
になるとされています。 

なるべく近くで取れた食べものを食べよう！という考え方から生まれたフードマイレージ 

　フードマイレージは、1994年にイギリスの消

費者運動家ティム・ラング氏が、食料の生産

地から食卓までの距離に着目し、なるべく近く

で取れたものを食べようと提唱した「フードマ

イルズ」に基づいています。「フードマイルズ」

とは、食料を輸送すると、輸送のためにエネル

ギーを大量に消費し、環境に負荷を与えている。

そこで、近くのものを食べ、環境への負荷を軽

くしようという運動です。 

　これを日本の研究所が、輸入食料に当て

はめ、新たに「フードマイレージ」として、輸入

食料を考える新たな指標を生み出しました。

フードマイレージは、輸入の距離に着目し、次

のような計算式で、輸入による環境への負荷

を数値化しています。 

　つまり、フードマイレージが大きければ大き

いほど、環境に負荷を与えているのです。ある

研究では、日本の全輸入食料のフードマイレ

ージは、9,002億t・kmと計算されています。ア

メリカや韓国、ほかの先進国と比べてみると、

驚くことにその3～8倍です。そして輸入相手

国を見れば、アメリカが約60％を占め、輸入国

が偏っていることもわかってきました。なるべく

近くで取れたものを食べることは、環境保全

にも貢献しているのです。 

フードマイレージ（t・km）＝ 

〈輸入相手国別の食料輸入量（t）〉× 

〈輸出国から日本までの輸送距離（km）〉」 
※輸送距離とは、各国の首都と東京をつないだ直線距離 

■各国のフードマイレージの比較 

■日本人1人当たりのフード 
　マイレージと輸入相手国の割合 

（単位：億トン・キロメートル） 

（単位：トン・キロメートル） 
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農地も買ってる？ 
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